
 グループホームほうじょう運営推進会議 報告書  

 

開催日 令和 7 年 7 月 24 日（木）  

開催場所 グループホームほうじょう  みやこ村 

 

出席者 

構成区分 人数 構成区分 人数 

入居者の家族 1 名 

 

行政（北栄町福祉課） 1 名 

 

地域住民の代表 2 名 

 

知見を有する者 １名 

 

事業所 

出席者 

施設長 管理者 

グループホーム入居者代表  

 

＜状況報告＞                         

入居者の状況 

入居定員１８名 入居者１8 名 

男性（ 2 名）女性（16 名） 

要介護１（5 名） 要介護２（7 名） 要介護３（4 名） 

要介護４（2 名） 要介護５（0 名）平均要介護度（2.16） 

年齢（平均 88.5 歳）      （最高 １０1 歳） 

〇介護保険更新 1 名 令和 7 年 6 月～介護度 2→介護度 3（れんげ村） 

〇入退去なし 

 

＜近況報告＞ 

行事関連（R7.5/23～7/24 

日付 内容 

5/25（日） ５月誕生会 

5/30（金） オレンジカフェ（北条健康福祉センター） 

ペットボトルを使った生け花・中国楽器二胡の演奏会 

6/1（日） ドライブ（蜘ヶ家山展望台） 

6/4（水） 

 

オレンジガーデニング・北条こども園園児と交流（認知症ケア

向上連絡会） 

マリーゴールドの苗植え 

6/5（木） 歯科検診（義歯ありの方対象 7 名） 

6/7（土） ふれあいはあとまつり 

6/7（土） あやめ池公園 公園内を散策しあやめ観賞 

6/8（日） 買い物外出（個別で嗜好品を買い物） 

6/11（水） ちまき作り 



6/15（日） 

 

ちらし寿司を作り昼食でいただく（具材を混ぜたり、盛り付け

を一緒に行う） 

6/15（日） 買い物外出、個別支援（しまむらで買い物） 

6/16（月） 喫茶 花束 

6/19（木） 読み語り 

6/20（金） 訪問散髪 

6/22（日） 琴浦・あじさい公園・波しぐれ三度笠の石像を見学 

6/29（日 6 月誕生会 （ご利用者とケーキを買いに行く。） 

7/4（金） 中国楽器 二胡演奏会 観賞 

7/4（金） 北栄町公民館まつり 生け花や作品等を見学する（北条環境改

善センター 

7/6（日） 七夕まつり 

7/10（木） 読み語り 

7/13（日） 暑中お見舞いハガキ作成 

7/14（月 喫茶 花束・オカリナ演奏 

7/20（日） 行事食（お好み焼き） 

 

＜研修、その他＞ 

（5/23～7/24） 

日付 内容 

5/29（木） 

5/30（金） 

2025 年度事業説明会（職員全員対象） 

 

6/2（月） 溝掃除 

6/2（月）～ 

6/3（水） 

GH 緊急時対応訓練 

（夜勤想定、急変時の対応） 

6/11（水） 食中毒研修 

6/11（水）

～ 

6/12（木） 

BCP 感染研修 

 

6/16（月） 

6/18（水） 

虐待防止・身体拘束・個人情報保護研修 

 

6/24（火）

～ 

6/26（木） 

施設内食中毒研修 

6/25（水） 「口腔衛生管理について」講師：藤井政雄記念病院、口腔外科 市

来歯科医師 

7/1（火）～ 

7/4（木） 

わくわく北条 北条中学校 2 年生  



 

 

＜事故報告＞ 

（5/23～7/24）6 件 

① 発生日時 6 月 16 日（月） 15 時 00 分 年齢 92 歳  女性 介護度 3  

種別 ■落下薬  

内容 食堂席の背面クッションと座面クッションの隙間に薬（クエチアピン

12.5ｍｇ）を発見する。 

原因 ・夕食後スプーンの上に３錠の薬を乗せて口の中に入れ、トロミのお茶

で飲んでもらった。 確認の声掛けに「飲めた」と言われたため口の

中までは確認が出来ていなかった。上下総義歯使用しており義歯の間

に挟まり時間が経ってから吐き出した可能性あり。 

・服薬介助時、混乱や不穏から服薬拒否や吐き出すことがある。又、以

前にも異物感から口に入れた薬を吐き出すことがあった。 

・食後は床の清掃で落下薬等がないかチェックしているが椅子の座面等

の確認は行っていなかった。 

対策・ 

経過 

・可能な限り義歯を外して服薬介助し飲み込みまで確認。 

・さりげなく服薬後の行動観察を行う。飲みにくそうな場合はゼリー等

で一緒に服薬介助する。又早めに口腔ケアを行い口腔内の確認をする。 

※上記対策を実施し、口腔ケア時に義歯に張り付いているのを発見する

ことができ、服薬出来ている。    

② 発生日時 6 月 17 日（火） 4 時 05 分 年齢 85 歳 女性 介護度 1 

種別 ■転倒 （第一腰椎圧迫骨折） 

内容 7：02 ケアコールあり訪室。「起きようとしたら背中が痛い」「夜中に

こけた」と話す。腰部痛あり、ベッドから起き上がれず。       

※見守りセンサー画像確認。転倒時の映像あり。  

窓から外を眺め、振り返った際にバランスを崩し転倒、自力でベッ

ドに戻っている 

原因 ・療法士の評価より体幹バランスの低下あり。自立安定歩行だが、以

7/9（水） 

7/10（木） 

1 人 3 役を目指して（居宅） 

 

7/14（月） 介護ラダーⅡ（介護職段階研修 5 年~9 年） 

7/16（水） 排泄研修 講師：ユニ・チャーム （パットの当て方、陰部洗浄等） 

7/18（金） 認知症ケア向上連絡会  

講演会「ユマニチュードの考え方を取り入れた認知症支援」 

Office imagine Care Creatar 代表  林原 豊 氏 

 



前より時々動きはじめにふらつきが見られる事があった。 

対策・ 

経過 

・経過を見ながら適宜療法士に相談助言を受け、痛みの緩和、筋力低

下予防に努める。 

・定期薬も多く、薬による影響も考慮し、適宜主治医に状態報告、相

談する。 

※腰部痛の持続あり、6/20 整形外科病院再受診にて第一腰椎圧迫骨

折の診断。コルセット作製し施設療養を行っている。 

③発生日時 6 月 28 日（土）16 時 10 分 年齢 92 歳 女性 介護度 3 

種別 ■転倒（外傷等なし） 

内容 16 時 10 分「ドン」と音がし確認するとフロアの自席の横で仰臥位

になっているのを発見する。 

原因 ・歩行器使用し居室から出てくるが、自席に座る際にバランスを崩し

たか、つまづいた可能性あり。 

（日中ベッド臥床の声かけをするが、休むことなく椅子に座っている

ことが増えている。）※6/26 フロアのワックスかけあり躓きやすい

床状況あり。 

・職員 2 人体制であったが、2 人とも事務所内で業務をしており本人

の移動に気づかなかった。 

対策・ 

経過 

・自力で移動の際、本人が座りやすい環境を整えておく。 

（足が入りやすいように椅子の位置等を配慮する。） 

・職員間で声を掛け合い見守り体制を整える。 

※現在認知症の進行により歩行状態が不安である。上記の対策を実施

し転倒なく経過。 

④発生日時 6 月 30 日（月）18 時 11 分 年齢 92 歳 女性 介護度 2 

種別 ■転倒 （外傷等なし） 

内容 「ドン」と音がし訪室すると、入り口近くのテーブルと L 字柵の間に

左側臥位で倒れている。                 

原因 ・見守りセンサー映像確認。夕食後自室に戻りポータブルトイレ使用。

（車椅子停車時ブレーキかけていた）使用後車椅子へ移乗する際、両   

ブレーキを解除し立ち上がった為、車椅子が後退し、そのまま前方に     

倒れ込み右側臥位で転倒してしまった。 

（視力低下あり。ブレーキとアームレストを勘違いし、誤ってブレー

キを解除した可能性あり。） 

・車椅子停車位置がポータブルトイレに向かい正面寄りとなってい

た。（療法士評価受け、停車位置に印あり） 

対策・ 

経過 

・療法士に相談しモジュール型車椅子に変更し経過観察。視力低下あ

りフットサポートにぶつかるリスクあり外して使用お試し中。 



⑤発生日時 7 月 1 日（火）17 時 55 分 年齢 87 歳 女性 介護度 1 

種別 ■転倒（外傷等なし） 

内容 食堂自席から立ちあがり、動き出した際にバランスを崩し椅子の左隣

に倒れこむ（左側臥位）。                   

原因 ・普段から椅子を引かずに隙間から足を出し移動する傾向にあった。

靴が椅子とテーブルの脚に引っ掛かり転倒に繋がった可能性あり。 

・6/26 床のワックスがけ実施。すり足傾向で歩行する為、ワックス

が効きすぎており、躓いた可能性あり。 

対策・ 

経過 

・療法士の評価を受け、食堂席を肘掛けの無い椅子に変更するが、本

人の受け入れ悪く元の椅子に戻す。椅子の足 4 か所に摩擦防止クッ

ションを取り付け経過観察。 

（※本人の意思がはっきりしており、こだわりも強いため思いをくみ

取りながら対応していく。） 

⑥発生日時 7 月 19 日（土）14 時 05 分 

種別 ■火災報知機が作動してしまった 

内容 上記時刻、火災報知機が作動し各部署より応援あり。火の元確認する

が火災等の異常なし。廊下の T 様のテーブル席傍の火災報知機ボタン

部分がへこんでいるのに気付く。 

原因 T 様が立ち上がり時等の動作時に触れてしまった可能性あり。 

対策・ 

経過 

T 様に事情を説明し、納得の上テーブル席を移動する。 

※自動音声対応者、消防署等の関係機関に誤報であることを連絡す

る。 

（※対策は効果が確認できるまで検証を行い継続して実施。又介護計画書にて検証を行っ 

ていく。） 

 

＜待機者状況＞ 

待機者（15 名）新規申し込み 6 月 3 件・7 月 1 件 

 

＜身体拘束について＞ 

・身体拘束の適正化に向けて取り組んでいる。身体拘束なし 

 センサーマット使用 みやこ村１名→0 件  れんげ村１名 

 

次回令和 7年度第 3 回運営推進会議 令和 7年 9 月 18 日（木）10：00～ 開催予定 


